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1 . ス マ ー ト コ ミ ュ ニ テ ィ に お け る 電 力 最 適 化 の 課 題  

1 . 1 再 エ ネ の ベ ス ト ミ ク ス  

現 状 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー （ 再 エ ネ ） に よ る 分 散 電

源 は 天 候 や 時 間 に よ り 発 電 量 が 左 右 さ れ る た め 、 不 安

定 で あ る 。  

 そ の た め 、 電 源 供 給 の 冗 長 性 の 観 点 か ら 、 各 コ ミ ュ

ニ テ ィ の 地 形 や 天 候 に 見 合 っ た 複 数 の 再 エ ネ （ 太 陽 光

発 電 、 風 力 発 電 、 バ イ オ マ ス 発 電 等 ） の ベ ス ト ミ ク ス

が 課 題 で あ る 。  

1 . 2 E M S に よ る ゼ ロ ネ ッ ト 化  

 ス マ ー ト コ ミ ュ ニ テ ィ に お け る 電 力 最 適 化 に あ た り 、

電 力 供 給 面 だ け で な く 、 需 要 の 面 か ら も 検 討 す る 必 要

が あ る 。 ま た 、 C O ２ 排 出 量 の 約 ６ ０ % は 生 活 起 因 の た

め 、 商 業 ビ ル や 家 庭 ① に お い て 省 エ ネ を 推 進 し て い く

こ と が 大 切 で あ る 。  

 そ の た め 、 電 力 需 要 の 観 点 か ら エ ネ ル ギ ー マ ネ ジ メ

ン ト シ ス テ ム （ E M S ） を 活 用 し た Z E B 、 Z E H な ど の ゼ ロ

ネ ッ ト 化 が 課 題 で あ る 。  

 

1 . 3 余 剰 電 力 の 有 効 活 用  

 電 力 系 統 に お い て は 、同 時 同 量 制 御 が 大 原 則 で あ る 。 

ま た 、 再 エ ネ は 天 候 や 時 間 に よ り 発 電 量 が 左 右 さ れ 、

余 剰 電 力 と な る タ イ ミ ン グ が 生 じ る ② 大 量 の 余 剰 電 力

① 性質が違う単語になっています。建物で合わせるか、属性で合わせるかどちらかにしましょう。→「オ

フィスや家庭」または「商業ビルや住居」 
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が 電 力 系 統 へ 逆 潮 流 す る と 、 大 停 電 が 生 じ て し ま う リ

ス ク ③ が あ る 。 一 方 で 、 余 剰 電 力 を 他 の 需 要 エ リ ア で

利 用 す る こ と で 効 率 的 エ ネ ル ギ ー 運 用 が 可 能 と な る 。  

 そ の た め 、 仕 組 み 面 の 観 点 か ら 、 余 剰 電 力 の 有 効 活

用 方 法 を 検 討 し て い く こ と が 課 題 ④ で あ る 。  

 

2 . 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と 理 由  

 「 余 剰 電 力 の 有 効 活 用 」 が 、 最 も 重 要 な 課 題 と 考 え

る 。 な ぜ な ら 、 本 課 題 を 解 決 す る こ と に よ り 、 防 災 力

強 化 と い っ た 波 及 効 果 が あ る か ら で あ る 。  

2 . 1 大 容 量 蓄 電 池 の 活 用  

 余 剰 電 力 を 大 容 量 蓄 電 池 （ N a S 電 池 、 レ ド ッ ク ス フ

ロ ー 電 池 ） に 蓄 電 す る 。 非 常 時 に は 、 こ の 蓄 電 池 か ら

電 源 供 給 す る こ と で 停 電 を 回 避 す る こ と が で き る 。 ま

た 、 蓄 電 池 活 用 に よ り ピ ー ク カ ッ ト を 実 現 し 、 電 力 デ

マ ン ド 値 の 低 減 化 を 図 る こ と も 可 能 で あ る 。  

 特 に 、 レ ド ッ ク ス フ ロ ー 電 池 は 、 電 解 質 に 硫 酸 バ ナ

ジ ウ ム を 用 い て お り 安 定 性 を 有 し 、 ま た タ ン ク 容 量 を

変 更 す る こ と で 電 源 容 量 を 変 化 さ せ る こ と が 可 能 で あ

る 。 そ の た め 、 設 計 自 由 度 が 高 い こ と か ら 積 極 的 に 導

入 を 検 討 す る ⑤ 。  

② 「。」句点忘れかな？ 

③ 冗長的です。→「生じるリスク」 

④ 小見出しにある通り、有効活用が課題であって、検討することが課題ではないと思います。→「余剰

電力の有効活用が課題」 
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2 . 2 水 の 電 気 分 解 へ の 活 用  

 余 剰 電 力 で 水 を 電 気 分 解 し 、 発 生 し た 水 素 を 貯 蔵 す

る 。 貯 蔵 し た 水 素 は 、 燃 料 電 池 と し て 燃 料 電 池 自 動 車

( F C V ) や 家 庭 用 燃 料 電 池 エ ネ フ ァ ー ム 等 に 用 い る （ 図

１ ）。 ま た 、 水 素 の 製 造 量 は 電 力 需 要 量 や 供 給 量 の デ ー

タ を も と に 、 柔 軟 に 水 電 解 装 置 を 稼 働 す る E M S を 用 い

る こ と で 調 整 す る 。  

 

図 １ ． 水 の 電 気 分 解 へ の 活 用  

2 . 3 セ ク タ ー カ ッ プ リ ン グ へ の 活 用  

 余 剰 電 力 を 電 力 部 門 に 限 定 せ ず 、 他 部 門 と 連 携 し 有

効 活 用 す る セ ク タ ー カ ッ プ リ ン グ を 提 案 す る 。  

実 用 例 と し て 、 小 田 原 市 に て 電 力 部 門 と 交 通 部 門 の

セ ク タ ー カ ッ プ リ ン グ に よ り 、 余 剰 電 力 を カ ー シ ェ ア

リ ン グ に 活 用 し て い る 。  

⑤ 導入を検討するのは、施設管理者だと思います。解決策は、行政目線で書くと良いでしょう。→「導

入を促す。」 
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3 . 新 た に 生 じ う る リ ス ク と そ れ へ の 対 策  

3 . 1  新 た に 生 じ う る リ ス ク  

 余 剰 電 力 の 蓄 電 制 御 ・ E M S ・ セ ク タ ー カ ッ プ リ ン グ の

導 入 に お い て は 、通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 必 要 と す る た め 、

サ イ バ ー 攻 撃 に よ り サ ー バ ー ダ ウ ン し 電 力 供 給 を 維 持

で き な い リ ス ク が あ る 。  

3 . 2 上 記 へ の 対 策  

 基 幹 シ ス テ ム に お け る D M Z 領 域 の 保 護 や 、 内 部 サ ー

バ ー と 外 部 サ ー バ ー と の 間 に デ ー タ ダ イ オ ー ド を 配 置

し 外 部 か ら の 侵 入 を 完 全 に シ ャ ッ ト ア ウ ト す る 。 以 上  


